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ヤ

ッ
プ

の
や
り

方

、

昔

の
や

り
方

、

ヤ

ッ
プ

の
格

好

ー

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

・
ヤ

ッ
プ
社
会
に
お
け
る

「伝
統
」
概
念
の
分
析

(,)
1

'

則

竹

賢

〈
要
旨
〉

ミ
ク

ロ
ネ

シ

ア

・
ヤ

ッ
プ
社

会

に
は
、

「伝

統
」

に
相

当
す

る
概
念
と

し
て
、
ヤ

レ

ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ

、
ヤ

レ
ン

・
二

・
カ

ク

ロ
ム
、
ヤ

ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ

の
三
種
類

の

概
念
を

見

い
だ
す

こ
と
が

で
き

る
。
本
稿

は
、
こ
れ
ら

三
種

類

の

「伝
統
」
概
念

の
解

読
と
分
析

を
通
じ

て
、
オ

セ
ア

ニ
ア
の
伝
統
を

め
ぐ
る

こ
れ
ま
で

の
議
論
を
批
判
的

に

検
討
し
、
「
伝
統
」

研
究

の
新
た
な
方
向
性
を
提
示
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ヤ

レ
ン

・
ユ

・
ワ

ア
ブ
す
な
わ

ち

「
ヤ

ッ
プ

の
や
り
方
」
は

、
他
地
域

と

の
共
時
的

比
較
を

通
じ

て
客
体

化
さ
れ

る
概

念

で
あ

る
。

一
方
、
ヤ

レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
す

な

わ
ち

「過
去

の
や
り

方
」

は

、
現
在
と

の
通
時

的
比
較
を
通

じ

て
客
体
化
さ
れ

る
概
念

で
あ

る
。

こ
れ
ら

二

つ
の
概
念

は
と
も

に

「
ヤ
レ

ン
」
す

な
わ
ち

「や
り
方
」

の
語
を

含
み
、
社
会

関
係
と

密
接

に
関
係

し

て
い
る
。

こ
れ

に
対

し
て
、
ヤ

ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア

ブ
す
な
わ
ち

「
ヤ

ッ
プ

の
格
好
」

は
単

に
外
見

の
み
を
問
題
と

し
た
概
念

で
あ
り
、

ヤ

レ
ン
す

な
わ
ち
社
会

関
係
と

は
関
係

が
な

い
。

こ
れ
ま

で

の
議
論

は
、
政
治
的

な
文

化
表
象
と

し
て

の
伝
統
概
念

の
み
を
対
象
と
し

て
い
た
た
め
、
地
域
社
会

の
日
常
生
活

に
お
け

る

「伝
統
」
概
念

は
見
逃

さ
れ
て
き

た
。

地
域
社
会
の
歴
史
的
動
態
や
経
験
を
解
読
す
る
た
め
に
も
、
本
稿
で
試
み
た
よ
う
な
地

域
社
会
の

「伝
統
」
概
念
の
解
読
は
、
積
極
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

キ

ー

ワ
ー

ド

ヤ

ッ
プ

社

会

、

伝

統

、

「伝

統

」
、

ヤ

レ

ン
、

ヤ

ァ

ン

9
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は

じ

め

に
.

本
稿

の
目
的
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

・
ヤ
ッ
プ
社
会
に
お
け
る

「伝
統
」
概
念

の
解
読
と
分
析
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
を
め
ぐ
る
諸
議
論

を
批
判
的
に
検
討
し
、
新
た
な

「
伝
統
」
研
究
の
方
向
性
を
提
示
す
る
こ
と
で

あ
る
。

か
つ
て
人
類
学

の
研
究
対
象
は
、
欧
米
の
近
代
社
会
と
は
異
な
る
非
欧
米
の

伝
統
社
会
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
人
類
学
は
、
か

つ

て
の
人
類
学
が
自
明
視
し
て
き
た
伝
統
社
会
と
近
代
社
会
の
区
別
が
、
「自
己
」

と

「他
者
」
の
差
異
の
本
質
化

・
絶
対
化
を
特
徴
と
す
る
西
洋
的
な
オ
リ
エ
ン

タ
刀
ズ

ム
的
思
考
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
を
明
る
み
に
出
し
、
之
れ
を
厳
し
く

批
判
し
た
[ク
リ
フ
ォ
ー
ド
/
マ
ー
カ
ス
編

一
九
九
六
嚇
勾
筈
冨
⇒
一り
Q。鯉
清
水

一

九
九
二
"o宀
サ
イ
ー
ド

一
九
九
二
冒

一
方
、
人
類
学
が
主
な
研
究
対
象
と
し
て
い
た
地
域

で
は
、
国
家
指
導
者
や

民
族
運
動
家
ら
の
問
で
、
国
家
や
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
と
し
て

の
伝
統
が
盛
ん
に
語
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
人
類
学
は
当
初
、
こ
れ
ら
の
語

り
に
お
け
る
伝
統
は
近
代
国
民
国
家
の
政
治
言
説
で
あ
り
、
西
洋
的
な
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
的
思
考
に
基
づ
い
て

い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
伝
統
は

「創

ら
れ
た
伝
統
」
と
呼
ば
れ
、
日
常

生
活

で
営
ま
れ
る

「本
来
の
伝
統
」
と
は
区

別
さ
れ
た
[ボ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
/
レ
ン
ジ

ャ
ー
編

一
九
九

三
…
凶
Φ
①
ωぎ
αq
・H㊤
Q。曾

囚
①Φ
ωヨ
αq
g
a

↓
o
蒔
言
ω8

(9
の
.)
一
〇。。
N]。
し
か
し
、
こ
れ
ら
分
地
域
に
お
け

る

「創
ら
れ
た
伝
統
」
に
人
類
学
と
同
様
の
認
識
論
的
批
判
を
向
け
る
こ
と
に

対
し
て
、
現
地
人
エ
リ
ー
ト
の
側
か
ら

「政
治
的
に
正
し
く
な

い
」
と

い
う
批

判
が
な
さ
れ
た

冐
蕁
ω評
一㊤
Φ
一"
ト
ラ
ス
ク

ニ
○
〇
二
]。
こ
う
し
た
流
れ
を
受

げ

て
、
・そ
の
後
の
議
論
は
、
地
域
社
会
の
伝
統
が
西
洋
と

の

「も

つ
れ
合

い
」

.
の
結
果
生
じ
光
と
し
て
そ
の
異
種
混
淆
性
を
指
摘
し
、
伝
統
と
近
代
の
二
分
法

的
枠
組
を
脱
構
築
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
を
語
る
人
々
の

「主
体
性
」
を
評
価

し
よ
う
と
す
る
方
向

へ
と
展
開
す
る
に
至

っ
た

口
o
ξ

一
〇
〇
浮

こ
o
ξ

9
p
蜘

↓
7
0
ヨ
9ω
(Φα
巴

一り
㊤
b。"
い
ぎ
鳥
ω時
o
ヨ

雪
◎
壽

冨

(巴
ω)
一Φ
漣
"太
田

一
九
九

八
"
↓
げ
o
ヨ
器

一
〇㊤
尸

一㊤
Ob。
"
芝
げ
一8

一〇
ΦN

壽

詳
Φ
四
⇒
儀
い
ぎ
住
の叶「0
3

(巴
の●)

一㊤
㊤卑

し
か
し
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
[川
崎

二
〇
〇

一
"前
卅

一
九
九

七
駄
則
竹

二
〇
〇
9

小
田

一
九
九
七
旧
白
川

二
〇
〇

一
a
、
二
〇
〇

一
b
"
吉

岡

二
〇
〇
〇

a
、
二
〇
〇
〇
b
]、
こ
れ
ら
の
議
論
で
は
、
分
析
対
象
が
植
民

地
/
ポ
ス
ト
植
民
地
状
況
下
に
お
け
る
政
治
的
言
説
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

伝
統
の
言
説
を
生
み
出
す

「主
体
」
も
ま
た
国
民
国
家
や
民
族
運
動
を
率
い
る

現
地
人

エ
リ
ー
ト
た
ち
に
限
ら
れ
て
き
売
。
「国
民
国
家
」
や

「民
族
」
と
い
っ

た
概
念
が
近
代
の
産
物
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
ら
を
背
負

っ
て
立
つ
エ
リ
ー
ト
た

ち

の
言
説
に
は
、
必
然
的
に
西
洋
的
な
伝
統
概
念
や
近
代
概
念
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
(、
)。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
議
論
で
は
、
人
々
が
日
常
生
活
に
お
い

て
生
み
出
す

「伝
統
」
認
識
や

「近
代
」
認
識
の
詳
細
な
検
討
を
す
る
こ
と
な

く
、
現
地
人
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
伝
統
の
語
り
を
そ
の
ま
ま
地
域
社
会
の

「伝
統
」

の
語
り
へ
と
短
絡
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
地
域
社
会
に
お
け
る

「伝
統
」

概
念
な
い
し

「近
代
」
概
念
は
、
西
洋
社
会
に
お
け
る
伝
統
概
念
な
い
し
近
代

概
念

へ
と
回
収
さ
れ
る
こ
と
.に
な
る
コ
こ
う
し
た
議
論
に
留
ま
る
限
り
、
地
域
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、

社
会
の

「伝
統
」
認
識
そ
れ
自
.体

の
独
自
性
や
多
様
性
は
見
逃
さ
れ
続
け
る
β

そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
国
家
や
民
族
運
動
を
指
導
す
る
現
地
人

エ
リ
ー
ト
の
言
説
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
人

エ
リ
ー
ト
で
は
な
い
人
々
の
言
説

丶『

や
実
践
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
、
地
域
社
会

の

.「伝
統
」
概
念
の

積
極
的
な
解
読
を
試
み
る
。
筆
者
が
継
続
的
に
調
査
を
行

っ
て
い
る
ヤ
ッ
プ
島

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ヤ

ッ
プ
州

の
主
島
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
現
在
の
人
口

は
七
三
九

一
人
で
あ
る

(図
1
)
。
ヤ
ッ
プ
社
会
に
お
い
て
は
、
「伝
統
」
な
い

し

「文
化
」
に
相
当
す
る
概
念
と
し
て
、
ヤ
レ
ン

・
エ

・
ワ
ア
ブ
、
ヤ
レ
ン

・

二
・
カ
ク
ロ
ム
、
ヤ
ア
ン
・・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と

い
う
三
種
類
の
異
な

っ
た
概
念
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
種
類
の

「伝
統
」
概
念
の
あ

り
方
を
解
読
し
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
お
け
る
以
上
の

よ
う
な
傾
向
を
批
判
的
に
検
討
し
、
「伝
統
」
研
究
を
行
う
た
め
の
新
た
な
展
望

を
開
く
こ
と
を
目
指
す
。

H

ヤ

レ
ン

ヤ
レ
ン

冨

㌧ob
)
と
は
、
「決
ま
り
」
「や
り
方
」
「関
係
」
な
ど
と
訳
し
う
る

名
詞
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
き
わ
め
て
普
通
に
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
。

食
事
の
作
り
方
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
編
み
方
な
ど

の
技
術
。
道
を
歩
く
と
き
は
男

を
前
に
し
て

一
列
で
歩
く
、
村

の
中
で
大
声
を
出
さ
な
い
と

い
っ
た
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
。
踊
り
の
手
順
や
冠
婚
葬
祭
の
手
続
ぎ
な
ど
の
儀
礼
の
方
法
。
親
族
や

家
、
あ
る
い
は
村
の
関
係
と
い
っ
た
社
会
関
係
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
、
ヤ
レ
ン

と
い
う
語
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
。

ヤ
ッ
プ
の
人
々
は
、
「あ
の
人
と
そ
の
人
の
ヤ
レ
ン
は
ど
う
か
」
と
よ
く
尋
ね

る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
は
通
常

「あ
の
人
達
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ

(壽

貯
魁

だ
」

「あ
の
人
は
そ
の
人
の
チ
チ

(9
丶建
§
躄
唾
.旨
)
だ
」
「
ハ
ハ
(9
丶職
巳
b
恒
旨
)
だ
」

「
コ
ざ
モ
(鍵

だ
」
「オ
ッ
ト

(畳

.螽
職
b
)
だ
」
「
ツ
マ
(丶Φ
びb
讐
旨
)
だ
」
あ
る
い

は

「友
人

(靈

じ
だ
」
「知
ら
な
い
・(9
晦
旨
§
魁
」
な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
く

る
。
こ
う
七
た
質
問
は
、
基
本
的
に
は
親
族
関
係
に
関
す
る
質
問
だ
と
見
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
ヤ
ッ
プ
の
関
係
名
称
は
ク
ロ
ウ
型
に
傾
斜
し
て
い
る

冒
p。げ
ξ

ヤ ップのや り方、昔のや り方、ヤ ップの格好89



一
㊤
刈①
"
い
ぎ
αq
Φ疑
Φ犀
奠

一
Φ刈
α
…
牛
島

一
九
入
七
]。
そ
の
た
め
、
二
人
の
詳
し
い

系
譜
的
位
置
関
係
を
知
る
に
は
さ

ら
に
質
問
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
で

よ
う
や
く
、
「あ
の
人
の
父
と
そ
の
人
の
父
は
実
の
兄
弟

(b
題
逮
b
だ
。
だ
か
ら

二
入
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
だ
」
な
ど
の
答

え
が
返

つ
て
く
る
の
で
あ
る
〔、)。

人
と
人
の
ヤ
レ
ン
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
う
同
時
に
人
と
家
あ
る
い
は
家
と

家

の
ヤ
レ
ン
に
つ
い
て
語
る
こ
と

で
も
あ
る
。
家

(慰
窪
蠹

&

は
、
家
屋
の
土

台
で
あ
る
ダ
イ
フ

(魯
智
δ
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
土
地
や
田
畑
や
海
域
な
ど
か

ら
構
…成
さ
れ
る
。
理
念
上
、
家
の
成
員

面
丶匙

Φ
欝
窪
§

邑

は
父
を
家
長
と
す

る
父
系
的
各
大
家
族
か
ら
な
る
。
新
た
に
生
ま
れ
た
子
に
は
家
の
祖
先
の
名
が

付
け
ら
れ
る
。
祖
先
の
名
前
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
は
家
の
祖
先

や
土
地
や
田
畑
や
海
域
に
ヤ
レ
ン
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
名
前
そ
れ
自
体

が
、
人
と
家
と
の
問
の
ヤ
レ
ン
を
示
す
符
号
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヤ
ッ
プ
で
は
夫
方
居
住
が

一
般
的

で
あ
る
。
男
は
結
婚
後
も
家
に
留
ま
る
が
、

女
は
結
婚
後
、
夫
の
家

の
成
員
と

な
る
。
し
か
し
彼
女
の
名
が
実
家
の
祖
先
の

名
で
あ
る
以
上
、
婚
出
後
も
実
家
と
の
ヤ
レ
ン
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
実
家
に

残

っ
て
い
る
兄
弟
に
新
し
く
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
、
そ
の
子
供
に
名
付
け
を

行
う

の
は
彼
女
で
あ
り
、
実
家
の
土
地
を
監
督
し
祖
霊
祭
祀
(、)を
行
う

の
も
彼

女
と
そ
の
女
系
子
孫

(崑
鋤
諭
旨
)
で
あ
る
。
家
で
交
換
儀
礼

(巨

§

ミ

が
開
か
れ

る
際
に
は
、
夫
側

(ぴ
髦

Φ
建

§
o
,8
)
は
魚
や
貝
貨
な
ど
の
男
性
財
、
妻
側

(ぴ
鋤
旨
Φ
b
」.b
)
は
タ
ロ
イ
モ
や
ヤ
ム
イ
モ
、
石
貨
な
ど
の
女
性
財
を
出
す
(5〕。
婚

出
女
性
は
、
実
家

で
交
換
儀
礼
が
あ
る
場
合
、
実
家
の
兄
弟
を
加
勢
す
る
た
め

に
男
性
財
を
供
出
す
る
。
逆
に
婚

家
で
儀
礼
が
あ
る
場
合
、
彼
女
は
実
家
に
女

性
財
を
要
請
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性

の
婚
出
を
契
機
と
し
て
、
家
と
家
と

の
間
に
ヤ
レ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

家
と
家
の
ヤ
レ
ン
は
、
婚
姻
関
係
以
外
に
よ
つ
て
も
構
築
さ
れ
る
。
ヤ

ッ
プ

で
は
、
首
長

⑤
職
§
も

の
タ
イ
ト
ル

(丶§
頓
§
)
は
家
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
ダ

イ
フ
に
付
随
し
て
お
り
、
通
常
は
家
長
で
あ
る
父
が
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
継
承
す

る
(、)。
村
に
は
複
数
の
首
長
が
い
て
、
そ

れ

ぞ

れ
村

に
対

し

て

独
自

の
責
任

(⑦
q
≦丶O旨
)
を
負

っ
て
い
る
。
首
長
家
鳳
他

村
の
首
長
家
と
の
間
に
ヤ
レ
ン
が
あ
る
。

そ
の
ヤ
レ
ン
は
、
同
盟
関
係
で
あ

っ
た
り

協
力
関
係
で
あ

っ
た
り
主
従
関
係
で
あ
っ

た
り
す
る
。
こ
う
し
た
首
長
家
間
の
ヤ
レ

ン
が
、
村
と
村
の
ヤ
レ
ン
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ヤ
ッ
プ
の
全
て
の
村
は
九
種
類
の
位
階

(き
鋤b
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る

(表

1
V。
上
位
五
種
類
は
首
長
村

⑤
旨
§
も
、

下
位
四
種
類
は
隷
属
村

倉
§
ミ
b
題
S

と

呼
ば
れ
、
隷
属
村
の
土
地
と
人
々
は
首
長

村
の
管
理
下
に
あ
る
。
各
村
々
は
十
の
管

区

(8
⊆
三
皀
冨
葎
ざ
旨
蠢

o
「
壁
鋤
δ
〔7>
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、
最
長
老

e
ミ
赱
思
篤

叶
o
§
白
)
の
い
る
ル
ル

(知
ロ
=
)、
ト
ミ
ル

倉
08
ε
、
ガ
ギ
ル
(Ω
9ゆ亀
e
の
三
管
区
が
、

村の位階と同盟表1

首長 同 盟(肱 π雇p跏 ηπ) 若 者 同 盟(bω2π ゴραπ躍)

ブ ル チ ェ(ゐ訛 加 θ) ウル ン(蜘 η)

首長村(國 ㎜g) マ セ バ ン(脚α劾うαη) タセ バ ン(駕 舫 αの

ドウオルチグ(伽07訪 強

ミ リ ン ガ イ ・二 ・ア ロ ウ(祕'η9`ワ 川.α卸ow)

隷属村 ミ リン ガイ(海 ∫伽9己ワ)

ψ肋f'加9剛) ヤ グ グ(yα解9)

ミ リンガ イ ・二 ・カ ー ン(而 砺g砂 所 肋の
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他
の
管
区
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
る

(図
1
)。
ま
た
各
村
々
は
、
管
区
の
所
属

.と
は
無
関
係
な
二
つ
の
対
立
す
る
同
盟

(Φ暮
)
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る
。
ル

ル
と
ト
ミ
ル
は

「首
長
同
盟

(富
b
駐

貸
丶§
魁
」
を
統
括
し
、
ガ
ギ
ル
は

「若

者

同

盟

(9

b
ミ

b
轄

注

を

統

括

し

て

い
る
(8
)。

ヤ
レ
ン
は
、
日
常
的
に
も
儀
礼
的
に
も
随
時
再
確
認
さ
れ
る
。
家
の
成
員
は
、

家
長
お
よ
び
家
長
の
姉
妹
や
そ
の
女
系
子
孫

へ
の
敬
意

(巴
丶
o
&

と
労
働
奉
仕

ズ

(謹
簡
靆
じ
を
通
じ
て
、
家
の
土
地
に
対
す
る
ヤ
レ
ン
を
確
保
す
る
。
隷
属
村
の

人
々
は

「子
供
と
同
じ
」
(欝
曾
§

b
①
達

と
言
わ
れ
、
首
長
村
に
対
す
る
敬

意
と
労
働
奉
仕

の
見
返
り
と
し
て
隷
属
村
の
土
地
の
使
用
を
許
さ
れ
て
い
る
。

交
換
儀
礼
は
、
家
と
家
あ
る
い
は
村
と
村
の
ヤ
レ
ン
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
家
で
交

換
儀
礼
が
開
か
れ
る
際
に
は
夫
側
と
妻
側

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
男
性
財
と
女
性
財
が
供
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
に
は
、
夫
の
姉

妹
た
ち
や
妻
の
兄
弟
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
側
を
加
勢
す
る
。
村

の
交
換
儀
礼
も

同
様
に
、
あ
る
村
か
ら
は
男
性
財
が
、
あ
る
村
か
ら
は
女
性
財
が
そ
れ
ぞ
れ
出

さ
れ
る
(,)。

ヤ
レ
ン
が
随
時
再
確
認
を
必
要
と
す
る
と

い
ヶ
こ
と
は
、
ヤ
レ
ン
は
常
に
流

動
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
制
裁
は
、
人
と
土

地
と
の
ヤ
レ
ン
を
改
変
す
る

一
つ
の
契
機
で
あ
る
。
家
の
成
員
は
、
父
や
父
の

姉
妹
た
ち
に
対
す
る
敬
意
と
労
働
奉
仕
が
不
十
分
だ
と
見
な
さ
れ
る
と
、
名
前

を
剥
奪
さ
れ
て
家
か
ら
追
わ
れ
る
。
家
か
ら
追
わ
れ
る
と
、
祖
先
や
家
に
対
す

る

「ヤ
レ
ン
が
な
い
」
(9
§
ビ
這
丶Φ
b)
と
見
な
さ
れ
、
家
の
土
地
を
使
用
で
き

な
く
な
る
。
通
常
、
家
は
父
-
息
子

間
で
継
承
さ
れ
る
が
、
家
長
に
対
す
る
敬

意
と
労
働
奉
仕
が
十
分
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
れ
ば
、
娘
や
他
の
家
の
成
員
で
も

家
の
土
地
や
海
域
な
ど
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
隷
属
村
の
人
々
も
、

首
長
村
の
人
々
へ
の
敬
意
と
労
働
奉
仕
を
怠
る
と
土
地
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

、

争

い
も
ヤ
レ
ン
の
再
編
成
を
促
す
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
親
族
間
の
争

い
は

し
ば
し
ば
人
と
人
と
の

「ヤ
レ
ン
が
切
れ
る
」
(ざ

臨
鋤
ぴ
憲
丶Φb
)
原
因
と
な
る
。

ヤ
レ
ン
が
切
れ
た
こ
と
は
、
敬
意
や
労
働
奉
仕
の
喪
失
、
交
換
儀
礼

へ
の
不
参

加
と
い
っ
た
形
で
顕
在
化
す
る
。
ま
た
首
長
間
な
い
し
村
間
の
戦
争
は
、
村
と

村
の
ヤ
レ
ン
を
大
規
模
に
変
動
さ
せ
て
き
た
。
か
つ
て
は
、
戦
争
の
勝
敗
に
よ

り
村

の
位
階
や
同
盟
の
所
属
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
村
問
の
ヤ
レ
ン

も
変
更
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
時
代
に
戦
争
が
禁
止
さ
れ
て
以
降
、
村
間
の
ヤ
レ
ン

は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
戦
争

の
物
語
は
、
・人
々
に
村
間
の

ヤ
レ
ン
の
流
動
性
を
喚
起
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

.
田

ヤ

レ

ン

・
ユ

・
ワ

ア
ブ

と

ヤ

レ

ン

・
一
一
・
カ

ク

ロ

ム

ー

ヤ

レ

ン

・
ユ

・
ワ

ア
ブ

ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ

(騫
丶魯

同
竃
諄

ガ
◎

は

「ヤ
ッ
プ

の
人
の
ヤ
レ
ン
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
ワ
ア
ブ
」
す
な
わ
ち

「ヤ

ッ
プ
」
と

い
う
語
が
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ヤ
レ
ン

」
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
、
ヤ
ッ
プ
と
他
の
社
会
と

の
差
異
や
比
較
が
暗
黙
の
う
ち
に
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な

わ

ち

ヤ

レ

ン

・
ユ

・
ワ

ア
ブ

は

、

ヤ

ッ
プ

の
離

島

(〉
竃

、

ベ
ラ

ウ

(評

貯
§

、

チ

ュ
ー
ク

(9

竃
邑

、

ポ

ー

ン

ペ
イ

(ぎ

b
b
§

、

グ

ア

ム

(9

陶
§
o
丶
亀
、

ブ
イ

リ
ピ

ン

(§

b
歳
包
、

ニ

ュ
ー

ギ

ニ
ア

(§

容

包
、

ア

メ
リ

カ

(§

建
埠
象

)、

日
本

(髫

§

)、
あ

る

い
は

白

人

(b
題

ぴ
9

鋤
琶

(、
)
さ

ら

に

は
教

会

6
竃
貯
臨
包

そ
れ

ぞ

ヤップのや り方、昔のや り方、ヤ ップの格好91



れ
の
ヤ
レ
ン
と
の
共
時
的
比
較
を
通

じ
て
現
れ
る
概
念
な
の
で
あ
る
。

ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
概
念
的
特
徴
は
、
例
え
ば
葬
儀
に
対
す
る
人
々
の

語
り
の
中
に
現
れ
る
。
今
日
の
ヤ

ッ
プ
で
は
、
葬
儀
は
以
下
の
手
順
で
行
わ
れ

る
。
人
が
死
ぬ
と
、
死
者
の
親
族

や
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
、
死
者
と
何
ら

か
の
ヤ
レ
ン
を
認
識
し
て
い
る
人

々
は
皆
、
葬
儀
に
駆
け
つ
け
る
。
参
列
者
が

親
族
の
場
合
、
死
者
と
の
ヤ
レ
ン
に
応
b
て
男
性
材
で
あ
る
魚
か
女
性
材
で
あ

る
イ
モ
を
出
す
。
魚
の
代
わ
り
に
缶
詰
、
イ
モ
の
代
わ
り
に
米
を
出
す
こ
と
も

あ
る
。
葬
儀
は
数
日
間
に
及
ぶ
た
め
、
参
列
者
の
中
に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
葬
儀

場
に
い
た
り
、
泊
ま
り
込
む
者
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
食
料
.

は
、
.主
に
参
列
者

へ
の
食
事
と
し

て
振
舞
わ
れ
る
。
し
か
し
参
列
者
が
出
す
食

料
の
量
は
、
参
列
者

の
た
め
に
調
理
さ
れ
る
量
よ
り
も
多

い
。
そ
の
た
め
残

っ

た
食
料
は
、
死
者
の
姉
妹
や
マ
フ

ェ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
近
親
に
よ
っ
て
分
配

さ
れ
る
。
ま
た
参
列
者
は
、
ヤ
レ
ン
に
関
係
な
く

い
く
ら
か
の
現
金
も
出
す
の

現
金
は
、
死
者
の
生
前
に
費
や
し
た
入
院
代
、
棺
代
、
あ
る
い
は
そ
の
他
葬
儀

の
準
備
に
必
要
な
現
金

の
援
助

(鼬旨

&

と
し
て
、
死
者

の
家
族
が
受
け
取
る
。

葬
儀
期
附
中
、
遺
体
の
周
囲
に
は
女
性
や
子
供
が
寄
り
添
う
。
彼
女
た
ち
は

棺
の
そ
ば
で
泣
き
歌

(儀
巳
o
丶o)
を

歌
い
な
が
ら
、
故
人
の
死
を
悼
む
。

一
方
、

遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
は
男
性
が
集
ま
る
。
彼

ら
は
決
し
て
遺
体
の
周
り
に
は
近
づ
か
な
い
。
男
性
の
集
ま
る
場
所
で
は
、
参

列
者
が
持

っ
て
き
た
様
々
な
品
物

や
現
金
の
集
計
や
管
理
が
行
わ
れ
る
。
埋
葬

の
当
日
に
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
神
父
あ
る
い
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
が
や
っ
て

き
て
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
葬
儀
が
行
わ
れ
る
。
会
場
と
墓
地
と
で
そ
れ
ぞ
れ
ミ

サ
が
開
か
れ
、
神
父
あ
る
い
は
牧
師
は
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
墓
地
で
の
ミ
サ

の
終
了
後
、
家
族
や
近
親
は
棺
を
埋
葬
し
、
葬
儀
は
終
了
す
る
。
・

こ
う
し
た
現
在
の
葬
儀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
人
々
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。
女
性
が
遺
体
の
そ
ば
で
泣
き
歌
を
歌
っ
た
り
、
男
性
が
遺
体
か
ら
離
れ
た

所
で
待
機
す
る
の
は
ヤ

ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
あ
る
が
、
親
戚
や
友
人
が
食
料
や
現

金
を
持

っ
て
葬
儀
に
参
列
し
た
り
、
参
列
者
に
食
事
を
振
る
舞

っ
た
り
す
る
の

は
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
は
な
く
ベ
ラ
ウ
の
ヤ
レ
ン
で
あ
る
。
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン

で
は
、
葬
儀
に
は
ご
く
近
し
い
親
族
し
か
参
列
せ
ず
、
食
料
も
自
分
た
ち
が
食

べ
る
分
し
か
用
意
し
な
い
。
埋
葬
の
際
も
、
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
は
棺
を
使
わ

ず
に
遺
体
を
そ
の
ま
ま
埋
め
る
。
神
父
や
牧
師
に
よ
る
ミ
サ
も
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ

ン
で
は
な
く
、
教
会
の
ヤ
レ
ン
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
自
体
が
ヤ

ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
、
あ
る
具
体
的
な
場
面
で
何
ら
か

の
差
異
を
認
識
し
た
結
果
と
し
て
、
他
地
域
の
ヤ
レ
ン
と
同
時
に
客
体
化
n
)さ

丸
る
共
時
的
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
ヤ
レ

ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
日
常
生
活
に
先
立

っ
て
体
系
的

・
全
体
的
に
認
識
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な

い
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
葬
儀

に
関
す
る
人

々
の
語
り
も
、

あ
く
ま
で

「葬
儀
」
と

い
う
文
脈
、
よ
り
正
し
く
は

「葬
儀
に
つ
い
て
語
る
」

と
い
う
文
脈
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
他
の
文
脈
で

は
顕
在
化
す
る
差
異
、
例
え
ば
豚
の
料
理
の
仕
方

(ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
は
塩

茹
で
、
ポ
ー
ン
ペ
イ
の
ヤ
レ
ン
で
は
石
蒸
し
)
と
か
、
婚
姻
後

の
居
住
の
あ
り

方

(ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
は
夫
方
居
住
、
離
島
の
ヤ
レ
ン
で
は
妻
方
居
住
(瓰
))

と

い
っ
た
差
異
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
な

い
。
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
、
日

常
生
活
に
お
け
る
個
々
の
具
体
的
な
文
脈
に
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
越
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え
た
と
こ
ろ
で
体
系
化

・
全
体
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

2

ヤ

レ

ン

・
一
マ

カ

ク

ロ

ム

ヤ
レ
ン

・
二
・
カ
ク
ロ
ム

冨

丶Φ
b
註
§
§

§
)
は

「昔
の
や
り
方
」
を
意
味

す
る
。
こ
の
語
は
、
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ
チ

(憲
丶魯

註
.
9

1Φ
9
)
す
癒
わ
ち

「新
し
い
や
り
方
」
と
対
を
成
す
概
念
で
あ
る
。
日
常
的
に
は
、
ヤ
レ
ン
「・
二
・

カ
ク
ロ
ム
と
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
が
指
示
す
る
対
象
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
し
か

し
、
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
が
他
社
会
と
の
共
時
的
比
較
に
基
づ
く
概
念
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
ヤ
レ
ン

・
二
・
カ
ク
ロ
ム
お
よ
び
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ
チ
は
、

ヤ
ッ
プ
社
会
そ
れ
自
体
の
過
去
と
現
在
の
通
時
的
比
較
に
基
づ
く
概
念
で
あ
る
。

過
去
と
現
在
の
違

い
に
つ
い
て
、

ヤ
ッ
プ
の
人
々
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
語

・

る
。
か

つ
て
は
首
長
が
政
治
を
行

っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
政
府
や
議
会
が
政

治
を
行
う
よ
う

に
な

っ
た
(、
)。
首
長
は
次
第

に
責
任
を
果
た
ざ
な
く
な
り
、

人
々
も
首
長
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な

っ
た
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
村
の
ま

と
ま
り
が
な
く
な
り
、
村
の
行
事
を

行
う
の
が
難
し
く
な

っ
た
。
か
つ
て
は
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
た
交
換
儀
礼
が
現
在
で
は
で
き
な
く
な
り
、
村
と
村
、
家
と

家
の
ヤ
レ
ン
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
現
金
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
店
で
食
料
を
入
手
す

る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。
次
第
に
田
畑
や

・海
に
行
か
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
土
地
や
海
の
境
界
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
。

人
の
土
地
を
勝
手
に
使
う
者
が
増
え

、
土
地
争

い
が
激
増
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

「

信
仰
が
普
及
し
、
ヤ
・ッ
プ

の
神

々
や
霊

へ
の
信
仰
が
公
然
と
行
わ
れ
る
こ
と
は

な
く
な

っ
た
(M)。

以
上
の
よ
う
に
述
べ
つ
つ
、
ヤ

ッ
プ
の
人
々
は

「昔
は
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
だ

け
だ

っ
た
が
、
今
は
色
々
な
ヤ
レ
ン
が
混
ざ

っ
て
い
る
」
、
「今
で
は
ヤ
ッ
プ
の
ヤ

レ
ン
は
弱
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
」
「現
在
は
何
の
ヤ
レ
ン
も
な

い
」
な
ど
と
語
る
。

こ
う
し
た
語
り
は
、
過
去
と
現
在
に
対
す
る
ヤ

ッ
プ
の
人
々
の
認
識
に
関
す
る

特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「過
去
に
お
い
て
は
ヤ
レ
ン

・
ユ

臥
ワ
ア

ブ
は
完
全
な
形
を
持
ち
、
そ
の
生
活
は
秩
序
立

っ
て
い
元
。
し
か
し
現
在
で
は

ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
衰
退
し
忘
却
さ
れ

つ
つ
あ
る

一
方
で
、
他
社
会
の
ヤ

レ
ン
が
次
第
に
浸
透
し
、
そ
の
生
活
は
無
秩
序
に
な

っ
て
い
る
」
と

い
う
認
識

で
あ
る
。

.
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
は
ヤ
レ
ン

・
ユ
・
ワ
ア
ブ
の
完
全
な
姿

で
あ
る
と

さ
れ
、
過
去
は
ヤ
レ
ン

・
ユ
.
・
ワ
ア
ブ
の
み
に
基
づ
く
秩
序
だ

っ
た
世
界
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
葬
儀
の
語
り
に
お

い
て
も
、
昔
は
全
て
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ

ン
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
具
体
的
に
ど
の
よ

・
γつ
に
行
わ
れ
て
い
た
か
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
わ
ず
か
な
年
寄
が
か

ろ
う
じ
て
知
る
の
み
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
断
片
的
に
し
か
知
ら
な

い
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
の

「完

全
性
」
や
・「秩
序
性
」
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。

高
位
首
長
が
亡
く
な
、っ
た
場
合
、
葬
儀
が
終
わ

っ
て
数
年
後
に
追
善
儀
礼

(巨

§

丶蹄
o
逮
§
)
を
行
う
の
が
ヤ
レ
ン
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
に
は
首
長
家
と
ヤ

レ
ン
の
あ
る
首
長
が
参
加
し
、
男
性
材
と
女
性
材
の
大
規
模
な
交
換
が
行
わ
れ

る
。
ま
た
、
死
者
の
村
と
ヤ
レ
ン
の
あ
る
村
か
ら
は
踊
り
が
出
さ
れ
る
。
追
善

儀
礼
は

一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

[牛
島

一
九

八
七
]、
今
日
で
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
あ
る
首
長
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は

「ヤ
レ
ン
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら
で
き
な
い
。
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も
し
や
っ
て
も
間
違

い
が
あ

っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。
追

善
儀
礼
に
招
く
べ
き
首
長
を
招
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
両
首
長
家
の
ヤ
レ
ン

「

を
切
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ヤ
レ

ン
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
追
善
儀
礼
を
開
け
ば
㍉

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ヤ
レ
ン
を
切

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し

た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
(
追
善
儀
礼
を
開
か
な

い
の
で
あ
る
。
非
常
に
逆
説

的
で
は
あ
る
が
、
.儀
礼
を
開
か
な

い
こ
と
で
、
昔
か
ら
の
ヤ
レ
ン
の
正
し
さ
が

羅

持
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヤ
レ

ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
は
具
体
性
を
持

っ
た
全

体
で
な
な
い
。
む
し
ろ
、
「忘
却
き
れ
た
ヤ
レ
ン
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
で
、

逆
に
そ
の

「全
体
性
」
「完
全
性
」
「秩
序
性
」
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
套
。

一
方
現
在
は
、
複
数

の
ヤ
レ
ン
が
混
在
す
る
世
界
と
し
て
語
ら
れ
る
。
ヤ
レ

ン
の
混
在
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し

い
ヤ
レ
ン
が
ヤ
ッ
プ
に
も
た
ら
さ
れ
、
昔
の

ヤ
レ
ン
が
衰
退
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

葬
儀
に
関
す
る
語
り
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ
チ
が
次

第

に
生
活
に
浸
透
し
、
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
が
次
第
に
生
活
か
ら
消
え
、

忘
れ
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
生
活

の
全
て
が
ヤ
レ
ン

・

二

・
ベ
エ
チ
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ヤ
レ
ン

・

二

・
ベ
エ
チ
は

一
つ
の
秩
序
だ

っ
た
全
体
で
は
な

い
。
そ
れ
は
他
社
会

の
ヤ
レ

ン
、
す
な
わ
ち
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
バ

ラ
ウ
や
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
チ
ャ
モ
ロ
や
ヤ
レ

ン

・
ユ

・
ン
ガ
ブ
チ
ャ
イ
な
ど
の
混
合
体
あ
る
い
は
総
称
で
し
か
な
い
ゆ
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
現
状
で
は
、
い
ず
れ
の
ヤ
レ
ン
も
中
途
半
端
で
あ
り
、

一
つ

の
秩
序
立

っ
た
ヤ
レ
ン
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
複
数
の
ヤ
レ
ン
が
ま
と

ま
り
な
く
混
在
す
る
状
態
、
そ
れ
が
ヤ
ッ
プ

の
人

々
の
認
識
す
る
現
状
な
の
で

あ
る
。

ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
ヤ
レ
ン

・
二
・
カ
ク
ロ
ム
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

ヤ
レ
ン

・
ユ
・
ワ
ア
ブ
は
他
社
会

の
ヤ
レ
ン
と
の
対
比
に
基
づ

い
て
構
築
さ
れ

る
共
時
的
概
念

で
あ
る
の
に
対
し
、
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
は
ヤ
レ
ン

・

二

・
ベ
エ
チ
と
の
対
比
に
基
づ

い
て
構
築
さ
れ
る
通
時
的
概
念
で
あ
る
。
ヤ
レ

ン

.
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
日
常
生
活
の
場
面
場
面
で
そ
の
つ
ど
客
体
化
さ
れ
る
と

い

う
そ
の
性
質
上
、
全
体
像
乏
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ヤ

レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
は
、
複
数
の
ヤ
セ
ン
が
混
在
す
る
現
状
の
中
で
、
新
し

い
ヤ
レ
ン
す
な
わ
ち
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ
チ
と
の
対
比
を
通
じ
て
客
体
化
さ
れ

る
。
ヤ
レ
ン

・
二
・
カ
ク
ロ
ム
は
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
完
全
な
姿
、

一
つ

の
秩
序
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
そ
の

「全
体
性
」
は
あ
く
ま
で

「忘
却
さ
れ
た

ヤ
レ
ン
」
と
し
て
ほ
の
め
か
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

W

ヤ

ア

ン

・
.ユ

・
ワ

ア
ブ

ヤ

レ

ン

.
ユ

・
ワ

ア

ブ
も

ヤ

レ

ン

・
二

・
カ
.ク

ロ
ム

も

と

も

に

「
ヤ

レ

ン
」

の
語
を

含

み
、

意

味

的

に
も

ヤ

レ

ン
と

関

係

の
深

い
概
念

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

し

、

「
ヤ

ア

ン

・
ユ

・
ワ
ア

ブ
」

(憲

ぎ

同
q

謹

旺
◎

は

「
ヤ

レ

ン
」

の
語

を
含

ま
な

い
。
「ヤ
ア
ン
」
と
は

「格
好
」
「姿
形
」
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は

「ヤ
ッ
プ
の
人
の
格
好
」
と

い
う
意
味
に

な
る
。
ま
た
ン
ガ

・
ワ
ア
ブ

(旨
題

壽

ぎ

)
す
な
わ
ち

「
ヤ
ッ
プ

(
の
格
好
)

を
す
る
/
に
な
る
」
も
、
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。

ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
概
念
的
特
徴
が
よ
く
示
さ
れ
る
の
は
、.
毎
年
三
月

一
日
を
挟
ん
で
開
か
れ
る
、
ヤ

ッ
プ

・
デ
ー

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(以
下
ヤ

ッ
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プ
デ
ー
)
の
時
で
あ
る
(些
。
ヤ
ッ
プ

デ
ー
は
、
「ヤ
ッ
プ
州
民
の
伝
統
の
確
認
と

表
現
」
を
目
的
と
す
る
政
府
主
催

の
祭
典
で
あ
る
。
祭
典
に
は
各
管
区
の
住
民

や
小
学
校
の
児
童
ら
に
よ
る
伝
統
的
な
踊
り

(9
寶
$

が
披
露
さ
れ
、
踊
り
の

合
間
に
は
、
女
児
に
よ
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
編
み
や
お
手
玉
、
あ
る
い
は
男
児
に
ょ

る
銛
投
げ
、
大
人
の
男
た
ち
に
よ

る
石
貨
運
び
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
…
シ
ョ
ン
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
農
芸

コ
ン
テ
ス
ト
、
伝
統
と
環
境
保
護
に
関
す
る
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
、
伝
統
的
建
築
物

コ
ン
テ
ス
ト
、
手
工
芸
品

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

の
受
賞
者
も
、
ヤ

ッ
プ
デ
ー
の
会
場
で
発
表
さ
れ
る
。
ヤ
ッ
プ
デ
ー
は
過
去
数

年
間
、
ト
ミ
ル
管
区
と
ガ
ギ
ル
管
区
に
ま
た
が
る
沿
岸
警
備
隊
基
地
跡
で
開
催

さ
れ
て
き
た
が
、
当
地
で
州
立
運
動
競
技
場
建
設
工
事
が
始
ま

っ
た

(二
〇
〇

一
年
六
月
に
完
成
)
の
に
伴

い
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
は

ト
ミ
ル
管
区
集
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

政
府
は
毎
年
、
人
々
に
対
し
て
ヤ

ッ
プ
の
伝
統
的
衣
装
、
す
な
わ
ち
男
性
は

褌

(昏
鑑
&
、
女
性
は
腰
蓑

(§
も

を
着
用
し
て
会
場
入
り
す
る
よ
う
、
新
聞
や

ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
呼
び
か
け

て
い
る
。
ヤ
ッ
プ
デ
ー
は
ヤ
ッ
プ
の
伝
統
を

尊
重
す
る
場
だ
か
ら
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
人
々
の
多
く
は
、

ヤ
ッ
プ
デ
ー
の
際
に
着
用
す
る
衣
装
は
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
す
な
わ
ち

「ヤ

ッ
プ
の
格
好
」
で
は
あ

っ
て
も
ヤ

レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
す
な
わ
ち

「ヤ
ッ
プ
の

や
り
方
」
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。
な
ぜ
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
で
は
な
く
ヤ

ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
な
の
か
に
つ
い
て
、
あ
る
首
長
は

「ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア

、

ブ
だ
と
単
に
褌
腰
蓑
を
着
け
る
だ
け
で
い
い
。
し
か
し
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ

だ
と
、
褌
腰
蓑
の
他
に
、

一
人
前
の
男
は
座
布
団

⑤
0
9
§
鷺

§

を
脇
に
挟
ん

で
男
用
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
持
ち
、
若
者
は
若
者
用
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
持
ち
、
女

や
隷
属
村
の
人
々
は
女
用
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
説

明
し
た
。
ヤ
ッ
プ
の
伝
統
的
服
装
に
は
、
社
会
的
地
位
に
よ
る
違
い
が
存
在
す

る
。
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
に
基
づ
く
服
装
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
服
装
に

留
ま
ら
ず
、
村
や
家
の
ヤ
レ
ン
を
ヤ
ッ
プ
デ
ー
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
に
お
い
て
は
、
ヤ
レ
ン
に
基
づ
く
服

装
の
違

い
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
展
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
人
々
の
着
用

し
て
い
る
伝
統
的
衣
装
が
ヤ
レ
ン
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
ま
で
が
問
題
に

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ヤ

ッ
プ
デ
ー
の
開
会
式
で
は
、
政
府
要
人
が
演
説
を
通
じ
て

「
ヤ
レ
ン

・

ユ

・
ワ
ア
ブ
」
の
重
要
性
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
に
ヤ
レ
ン
を

持
ち
込
む
こ
と
は
、
政
府
に
よ

っ
て
も
、
ま
た

一
般

の
人
々
に
よ

っ
て
も
望
ま

れ
て
は
い
な
い
。

.

ヤ
ッ
プ
デ
ー
を
実
際
に
企
画

・
運
営
す
る
の
は
、
政
府
各
局
か
ら
の
代
表
な

ど
(レ)
に
よ
っ
て
構
…成
さ
れ
る
ヤ
ッ
プ
デ
ー
委
員
会
で
あ
る
。
二
〇
〇

一・年
の
ヤ

ッ
プ
デ
ー
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
が
ヤ

ッ
プ
デ
ー
を
ヤ
レ
ン

・

ユ

・
ワ
ア
ブ
で
は
な
く
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
場
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ

と
を
如
実
に
示
す
議
論
が
あ

っ
た
。
こ
の
年
の
ヤ
ッ
プ
デ
ー
で
は
当
初
、
全
小

学
校
が
踊
り
に
参
加
し
、
小
学
生
児
童
に
よ
る
入
場
行
進
を
行
う
予
定
に
し
て

い
た
。
小
学
生
に
ヤ
ッ
プ
の
格
好
を
さ
せ
、
踊
り
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
ヤ
ッ
プ

人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
の
が
そ
の
理
由
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
小
学
校
側
の
対
応

の
遅
れ
か
ら
、
こ
の
計
画
は
実
施
が
見
送

ら
れ
、
参
加
可
能
な
小
学
校
だ
け
が
踊
り
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
教
育
省
か

ら
参
加
し
て
い
る
ヤ

ッ
プ
デ
i
委
員
の

一
人
は
、
会
場
は
首
長
同
盟
を
統
括
す
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.

る
ト
、、丶
ル
管
区
な
の
だ
か
ら
首
長
同
盟
の
村
の
子
供
が
行
進
を
す
れ
ば
い
い
と
、

村

の
ヤ
レ
ン
を
持
ち
出
し
て
弁
解
し
た
。
す
る
と
他
の
委
員
た
ち
は
、
村
の
ヤ

.

レ
ン
に
従
う
こ
と
が
目
的
だ

っ
た

の
で
は
な
い
、
子
ど
も
た
ち
に
ヤ
ッ
プ
の
格

好
を
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
は
ず
だ
、
と
厳
し
く
反
論
し
た
の
で
あ
る
塾
。

一
般
の
人

々
も
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
は
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
で
は
あ

っ
て
も
ヤ

レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
で
は
な
い
と
見
て
お
り
、
ま
た
ぞ
う
あ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
ト
ミ
ル
管
区
集
会
場

で
開
か
れ
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
ヤ

ッ
プ
デ
ー
の
前
に
は
、
「政
府
の
土
地
で
す
る
な
ら
行

っ
て
も

い
い
け
ど
、
村
の

土
地
で
す
る
な
ら
行
か
.な

い
」
と

い
う
発
言
が
た
び
た
び
聞
か
れ
た
。
人
々
の

間
で
は
、
村
の
土
地
は
ヤ
レ
ン
が
支
配
す
る
空
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
政
府
の

土
地
は
ヤ
レ
ン
が
及
ば
な
い
空
間

で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

村

の
土
地
が
会
場
と
な

っ
た
場
合
、
会
場
と
な

っ
た
村
と
ヤ
レ
ン
の
な
い
村

の

人
は
、
会
場
に
は
行
き
辛

い
の
で
あ
る
。
あ
る
人
は
、
「
ヤ
ッ
プ
デ
ー
で
ヤ
ッ
プ

の
ヤ
レ
ン
を
重
視
し
た
ら
、
村
の
関
係
や
家
の
関
係
が
全
面
に
出
て
き
て
、
祭

典
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。
皮
肉
な
こ

と
に
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
で
ヤ
レ
ン
が
強
調
さ
れ
れ
ば
、
「
ヤ
ッ
プ
州
民
の
伝
統
の
確

認
と
表
現
」

、を
目
的
と
す
る
ヤ
ッ
プ
デ
ー
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
州
政
府
自
身
、
ヤ

ッ
プ

の
ヤ
レ
ン
に
則
し
て
ヤ

ッ
プ

デ
ー
を
企

画

・
運
営
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
政
府
そ
れ
自
体
が
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン

で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

い
く
ら
政
府
の
中
で
首
長
が

一

定
の
権
限
を
有
す
る
と
は
い
え
(、
)、
政
府
が
ヤ
ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
に
直
接
介
入
す

る
こ
と
は
な
い
へ2。
)。
齟あ
る
ヤ
ッ
プ
デ
ー
委
員
は
筆
者
に
対
し
、
「ヤ
ッ
プ
デ
ー
を

ヤ

ッ
プ
の
ヤ
レ
ン
で
す
る
の
な
ら
、
政
府
で
な
く
各
管
区
が
運
営
す

べ
き
だ
」

と
述
べ
た
。
政
府
は
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
を
服
装
や
踊
り
な
ど

の

「ヤ
ッ
プ
の
格
好
」
.

で
飾
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
「ヤ
ッ
プ
の
や
り
方
」
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

ま
た
そ
う
す
る
根
拠
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
い
う
概
念
は
、
言
葉
の
上
で
も

意
味
の
上
で
も
、
ヤ
レ
ン
と
は
切
り
離
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
ヤ
ッ
プ

の
ヤ
レ

ン
に
基
づ
い
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
外
見
が
ヤ
ッ
プ
風
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
ヤ
ア
ン

・
ユ
・
ワ
ア
ブ
な
の
で
あ
る
つ

V

伝
統
を
め
ぐ
る
議
論
の
再
検
討

こ
れ
ま
で
、
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
、
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
、
ヤ
ア

ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
い
う
、
ヤ

ッ
プ
社
会
に
お
け
る
三
種
類
の

「伝
統
」
概
念

に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
。
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
は
、
他
地
域
の
ヤ
レ
ン
と

の
差
異
に
基
づ
い
て
そ
の
つ
ど
客
体
化
さ
れ
る
、
全
体
化
さ
れ
な
い
共
時
的
概

念
で
あ
る
。
ヤ
レ
ン

・
二
・
カ
ク
ロ
ム
は
、
各
地
域
の
ヤ
レ
ン
が
ま
と
ま
り
な

く
混
在
す
る
現
状
に
お
い
て
、
新
た
な
ヤ
レ
ン
す
な
わ
ち
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ

チ
と
の
対
比
を
通
じ
て

コ
芯
却
さ
れ
た
ヤ
レ
ン

(
・
ユ

・
ワ
ア
ブ
)」
と
し
て
逆

説
的
に
秩
序
化

・
全
体
化
さ
れ
る
通
時
的
概
念
で
あ
る
。
ヤ
ア
ン

・
ユ

・.ワ
ア

ブ
は
、
ヤ
レ
ン
と
は
無
関
係
に
成
立
す
る
外
見
上
の
概
念
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

こ
う
し
た
ヤ
ッ
プ
社
会
に
お
け
る

「伝
統
」
概
念
の
あ
り
方
を
念
頭
に
置
き

つ

つ
、
近
年
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
を
再
検
討
す
る
。

.
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、

1

人
類
学

の
政
治
性
批
判

伝
統
の
創
造
論
の
立
場
に
立

つ
キ
ー
ジ
ン
グ
は
、
「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本

来
の
伝
統
」
の
認
識
論
的
還
別
に
基
づ
き

つ
つ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴

と
し
て
語
ら
れ
る
文
化
表
象
は
近
代

国
民
国
家
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
過

ぎ
な

い
、
と
指
摘
し
た

[内
ΦΦ
ω貯
伽q
一
り◎。
Φ
]。
こ
れ
に
対
し
て
ト
ラ
ス
ク
は
、
こ

う
し
た
指
摘
は
西
洋
の
側
に
属
す

る
人
類
学
者
に
よ
る
学
問
的
植
民
地
主
義
で

あ
る
、
と
述
べ
て
人
類
学
の
政
治
性
を
批
判
し
、
こ
の
よ
う
な
認
識
論
的
区
別

を
西
洋
の
側
が
押
し
つ
け
る
こ
と
は

「政
治
的
に
正
し
く
な
い
」
と
主
張
し
た
・

冐
螽
玲

一㊤
Φ
巳
。
確
か
に
、
文
化
表
象
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
西
洋
人

で
あ
る

囚
ΦΦ
ωヨ
αQ
に
よ

っ
て
暴
か
れ
る
こ
と
は
、
自
ら
ハ
ワ
イ
先
住
民
を
名
乗

り
、

ハ
ワ
イ
先
住
民
運
動
を
指
導
す
る
ト
ラ
ス
ク
に
は
容
認
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ト
ラ
ス
ク
の
政
治
性
批
判
は
そ
れ
自
体
、
政
治
的
な
危
う
さ
を
孕
ん

で
い
る
。
ト
ラ
ス
ク
は
、
「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本
来
の
伝
統
」
の
区
別
が
西

洋

の
側
か
ら

の
押
し

つ
け
で
あ
り

、
学
問
的
植
民
地
主
義
だ
と
批
判
す
る

冐
蠢
降

一㊤
O
一"
諞
鱠
ト
ラ
ス
ク

ニ
○
〇
二
"
四
二
ー
四
九
]。
し
か
し
上
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
ヤ
ッ
プ
社
会
で
は
、
ヤ
ッ
プ
デ
ー
に
お
い
て
示
さ
れ
る
文
化
表

象
は
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
で
あ
り
、
ヤ
ッ
プ
社
会
の
日
常
生
活
に
お
い
て
立

ち
現
れ
る
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ッ
プ

デ
ー
に
お

い
て
示
さ
れ
た
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の

区
別
は
、
研
究
者
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た

「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本
来

の
伝
統
」
の
区
別
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ト
ラ
ス
ク
の

議
論
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
る
。
確
か
に
ト
ラ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
現
地
人

エ

リ
ー
ト
は
、
西
洋
社
会
と

の
関
係
に
お
い
て
は

「弱
者
」
で
あ
る
が
、
地
域
社

会
の
人
々
と
の
関
係
に
お
い
て
は

「強
者
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
現
地
人

エ
リ
ー
ト
が

「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本
来
の
伝
統
」
の
区
別
が
西
洋
か
ら
の

押
し
つ
け
で
あ
る
と
主
張
す
れ
ば
、
地
域
社
会
の

「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本

来
の
伝
統
」
に
相
当
す
る
区
別
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
ト
ラ

ス
ク
の
議
論
は
、
伝
統
の
創
造
論
が
犯
し
て
い
る
と
自
ら
が
非
難
し
た

「政
治

的
に
正
し
く
な
い
」
行
為
を
、
自
分
自
身
の
手
で
犯
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

「政
治
的
正
し
さ
」
は
、
社
会
的
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
先
住
民
の
現
状
を
打

破
し
、
先
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
権
利
を
拡
大
し
て
い
く
運
動

を
支
え
る
思
想
と
し
て
、
先
住
民
運
動
家
や
彼
/
彼
女
ら
に
共
感
す
る
人
々
に

支
持
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
先
住
民
の
権
利
獲
得
に
は
大

い
に
賛
同
す
る
。

し
か
し
同
時
に
、
彼
/
彼
女
ら
の
語
る

「民
族
」
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
「権

利
」
さ
ら
に
は

「文
化
」
「伝
統
」
と
い
う
概
念
自
体
が
、
近
代
国
民
国
家
と
い

う
枠
組
を
前
提
と
し
た
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と

い
う
点
を
見
逃
す
こ

と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
概
念

の
自
明
性
に
無
自
覚
で
あ
る
限
り
、
こ
う
し

た
運
動
も
結
局
、
近
代
国
民
国
家
と

い
う
政
治
的
枠
組
に
囚
わ
れ
続
け
る
こ
と

に
な
る
ば
か
り
か
、
そ
の
拡
大

・
普
遍
化
を
促
進
す
る

一
つ
の
契
機
と
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
先
住
民
運
動
を
待
ち
受
け
る
こ
の
よ
う
な
袋
小
路
を
打

開
す
る
た
め
に
も
、
国
民
国
家

の
枠
組
を
前
提
と
し
た
概
念
の
自
明
性
を
常
に

問
い
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る

[和
田

一
九
九
六

"
二

】
○
]。
と
こ
ろ

」
が

「政
治
的
正
し
さ
」
と

い
う
思
想
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
自
明
性
を
問
い
直

す
作
業
そ
の
も
の
を

「
政
治
的
に
正
し
く
な
い
」
と
否
定
し
て
し
ま
う
。
「政
治

的
正
し
さ
」
に
基
づ
く
議
論
は
結
局
、
西
洋
的
枠
組
の
さ
ら
な
る
拡
大

・
普
遍
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化
と
地
域
社
会
の
枠
組
の
さ
ら
な
る
周
辺
化
に
荷
担
し
、
人
類
学
も
含
め
た
西

洋
的
枠
組
を
相
対
化
し
問
い
直
す
可
能
性
を
自
ら
閉
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

2

文
化

の
客
体
化
論

西
洋
的
概
念
や
枠
組

の
普
遍
性
を
強
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
人
類
学
の
政
治

性
批
判
の
問
題
点
は
、
伝
統

の
創

造
論
の
後
に
展
開
し
た
文
化
の
客
体
化
論
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る

[「o
ξ

一り
Φ
N
鋤こ
o
ξ

譽
α
罠

o
ヨ
器

(Φ房
し
一㊤
⑩b。
脚
太
田

一
九
九
△

↓
げ
o
ヨ
霧

一⑩㊤
一
し
㊤
㊤b。
冒

こ
れ
ら
の
議
論
で
は
、
伝
統
の
創
造
論
が

設
け
た

「創
ら
れ
た
伝
統
」
と

「本
来
の
伝
統
」
の
区
別
が
、
文
明
と
未
開
、

意
識
と
無
意
識
、
歴
史
社
会
と
歴
史
な
き
社
会
と

い
っ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム

的
二
分
法
に
基
づ

い
て
お
り
、
後
者
に
地
域
社
会

の
本
質
を
見
出
す
こ
と
に
な

る
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ

っ
て
文
化
の
客
体
化
論
に
お
い
て
は
、

伝
統
と
は
全
て
意
識
化
さ
れ
た
文
化
表
象
で
あ
り
、
西
洋
社
会
と
地
域
社
会
と

の

「も

つ
れ
合

い
」
の
過
程
の
中

で
対
抗
的
に
客
体
化
さ
れ
る
と
捉
え
ら
れ
た
。

同
時
に
、
.「も

つ
れ
合
い
」
の
過
程

で
伝
統
を
生
成
し
て
い
く
人
々
の

「主
体
性
」

が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
た
。
、、

文
化
の
客
体
化
・論
は
、
西
洋
社
会
と
地
域
社
会

の
政
治
的
な
力
関
係
に
注
目

し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
伝
統
を
、
支
配
者
た
る
西
洋
社
会
が
も
た
ら
す
概
念
や

枠
組

へ
の
対
抗
的
概
念
で
あ
る
と
見
な
す
。
し
か
し
文
化
の
客
体
化
論
は
、
こ

う
し
た
権
力
関
係
を
過
大
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
吉
岡
は
、
.文
化

の
客
体
化
論

は
、
西
洋
社
会

の
も
の
の
見
方
が
地
域
社
会
の
も
の
の
見
方
に
反
映
す
る
と

い

う
前
提
、
す
な
わ
ち
、
西
洋
社
会

が
持
ち
込
む
枠
組
が
変
わ
れ
ば
地
域
社
会
の

対
応
の
仕
方
も
変
わ
る
と

い
う
前
提
に
立

っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

[吉
岡

二
〇
〇
〇

a
H
一
四
六
1

一
五
9

吉
岡

二
〇
〇
〇
b
"
八
-

一
〇
圉

こ
う
し
た

前
提
は
、
西
洋
社
会
と
地
域
社
会
の
権
力
関
係
の
過
大
視
に
起
因
す
る
の
で
あ

る

塾
。

以
上
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
は
、
文
化
の
客
体
化
論
が
積
極
的
に
評
価
す

る
地
域
社
会
の
人
々
の

「主
体
性
」
も
、
結
局
は
西
洋
社
会
に
対
す
る
受
動
的

反
応
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
地
域
社
会
の
伝
統
は
、
最
終
的
に

は
西
洋
社
会

へ
と
還
元
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
文
化
の
客
体
化
論
に
お
い
て
は
、

地
域
社
会
の
伝
統
の
本
質
性
は
脱
構
築
さ
れ
た
も
の
の
、
西
洋
社
会
は
地
域
社

会
の
伝
統
を
生
み
出
す

「も

つ
れ
合
い
」
の
必
要
因
と
し
て
普
遍
化
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の

「主
体
性
」
と
は
裏
腹
に
、
西
洋
社
会
の
揺
る
ぎ
な
い

権
力
性
が
立
証
さ
れ
補
強
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化

の
客
体
化
論
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
分
析
対
象
が
植
民
地
/
ポ
ス
ト
植

民
地
状
況
下
に
お
け
る
政
治
的
言
説
に
限
定
さ
れ
て
い
る
ご
と
と
関
係
し
て
い

る
。
植
民
地
/
ポ
ス
ト
植
民
地
状
況
下
に
お
い
て
は
、
西
洋
社
会
と
地
域
社
会

の
権
力
関
係
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
る
伝
統
の
表
象
、
す

な
わ
ち
国
家
や
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
と
し
て
の
伝
統
は
、
ま
さ

に
対
抗
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
伝
統
や
文
化

の
客
体
化
は
、
西
洋
社
会
と

地
域
社
会
と
の
権
力
関
係
が
働
く
場
で
の
み
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

上
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と

い
う
概
念
は
、
日
常

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
実
践
を
通
じ
て
そ
の
つ
ど
客
体
化
さ
れ
る
概
念

で
あ
り
、
常
に
対
抗
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
客
体
化
の
過
程
に
お
い

て
も
、
西
洋
社
会
と
の
力
関
係
が
常
に
問
題
に
さ
れ
て
い
み
わ
け
で
は
な

い
。
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文
化
の
客
体
化
論
が
主
張
す
る
対
抗

的
客
体
化
は
、
客
体
化
の
あ
る
特
殊
な
側

面
に
過
ぎ
癒

い
の
で
あ
る
へ鉈
〉。
ヤ
㍗

ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
の
よ
う
な
概
念
を
政
治

的
な
力
関
係
に
基
づ
く
対
抗
的
言
説

に
珂
収
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
政
治
的
な

力
関
係
を
取
り
ま
く
日
常
生
活
で
用

い
ら
れ
る
認
識
枠
組
を
議
論
の
射
程
か
ら

切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
な
認
識
枠
組
の
独
自
性
を

否
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

3

カ
ス
ト
ム
論

文
化
の
客
体
化
の
議
論
で
は
、
伝
統
と
近
代
、
あ
る
い
は
西
洋
社
会
と
地
域

社
会
の
本
質
的
二
分
法
の
脱
構
築
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
試
み
を
さ
ら
に
洗
練

さ
せ
た
の
が
、
現
在
の
カ
ス
ト
ム
論

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
リ
ン
ド
ス
ト
ロ
」
ム

と

ホ

ワ
イ

ト

の
議

論

で
あ

る

冒

⇒
α
の
茸
o
ヨ

§

α
諄

一8

(Φ
住
の
●)
お
O
倉

壽

一8

お
㊤
S
を
三
8

0
巳

ζ
乱
の窪
o
ヨ
(巴

ω・)
お
㊤
ω
]。
カ
ス
ト
ム

(訂
鴇
O臼
)
と
は
メ

ラ
ネ
シ
ア

・
ピ
ジ
ン
語
で

「伝
統
」

を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
カ
ス
ト
ム
論
と

は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域

の
カ
ス
ト
ム
に
関
す
る

一
連

の
議
論
を
指
す
。
リ
ン
ド

ス
ト

ロ
ー

ム
と

ホ

ワ
イ
ト

は
、

初
期

の
カ

ス
ト

ム
論

[円
Φ
Φ
ω
ヨ
oq
碧

α

6
0莫
ぎ
の8

(①◎
巴

一⑩
。。N
]
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
区
別
、
す
な
わ
ち
、
国
家
統

合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

「創
ら
れ
た
カ
ス
ト
ム
」
と
日
常
生
活
に
お
け
る

「生
き
ら
れ
る
カ
ス
ト
ム
」

の
区
別
を
、
文
化
の
客
体
化
論
と
同
様
の
理
由
で
批

判
す
る
。、
し
か
し
そ
の

一
方
で
彼
ら
は
、
植
民
地
的
状
況
下
に
お
い
て
も
現
地

社
会
の
文
化
的
連
続
性
を
無
視
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、・地
域
社
会
の
人
々
は
、

既
存
の
枠
組
に
沿

っ
て
西
洋
的
要
素

を
取
り
込
み
つ
つ

「伝
統
」
を
創
造
し
て

き
た
と
指
摘
し
、
「も
つ
れ
合

い
」

の
過
程
を
地
域
社
会
の
側
か
ら
解
読
す
る
必

要
性
を
説
く
。
そ
の
上
で
彼
ら
は
、
伝
統
と
近
代
は
必
ず
し
も
二
分
法
的
で
は

な
く
互
い
に
融
合
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

リ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
と
ホ
ワ
イ
ト
の
議
論
は
、
地
域
社
会
の
独
自
性
に
注
意

を
促
し
て
い
る
之
い
う
点
で
評
価
で
き
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
地
域
社
会
に
お

い
て
カ
ス
ト
ム
と
さ
れ
て
い
る
事
象
に
西
洋
起
源
の
要
素
を
見
い
だ
し
た
り
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
の
事
例
を
見

い
だ
す
こ
と
で
、
カ
ス
ト
ム
は
伝
統
と
近
代
の

.異
種
混
淆
的
概
念
で
あ
る
と
論
じ
る
。
確
か
に
ゼ
ジ
ン
語
は
、
植
民
地
時
代
に

英
語
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
語
と
の
融
合
に
よ

っ
て
誕
生
し
た
言
語
で
あ
る
ゆ
し
た

が
っ
て
語
源
的
に
は
、
カ
ス
ト
.ム
は
異
種
混
淆
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
人
々
自
身
は
、
カ
ス
ト
ム
と
さ
れ
て
い
る
事
象
を
異
種
混
淆
的

で
あ
る
と
は
見
て
い
な
い

[吉
岡

二
〇
〇
〇

a
、
石
森
二
〇
〇

一
冒

リ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ム
と
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る

「異
種
混
淆
」
性
の
指
摘
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

人
類
学
が
厳
し
く
批
判
し
た
は
ず
の
、
伝
統
と
近
代
と

い
う
人
類
学
者
の
分
析

枠
組
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
成
し
得
な

い
の
で
あ
る

[石
森

二
〇
〇

一
"
二
一一=

1
二
三
二
]。
「伝
統
と
近
代
の
対
立
は
、
人
類
学
者
の
記
述
あ
る
い
は
理
論
装

置
の
中
に
で
は
な
く
…
…
人
び
と

の
語
り
の
中
に
ふ
か
く
埋
め
込
ま
れ
て
あ
る
」

[中
川

一
九
九
九
"
六
四
五
]
以
上
《
伝
統
と
近
代
と
い
う
人
類
学
者

の
理
論
装
.

置
を
用
い
て
地
域
社
会

の

「伝
統
」
認
識
の

「異
種
混
淆
」
性
を
指
摘
し
て
も

意
味
は
な
い
。
む
℃
ろ
こ
れ
か
ら
の
研
究
は
、
異
種
混
淆
的
に
見
え
る
状
態
の

中
で
、
地
域
社
会
の
人
々
が
何
を
ど
の
よ
う
に
し
て

「伝
統
」
と
捉
え
て
い
る

の
か
に
注
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

ヤ
ッ
プ
社
会
で
は
、
現
在
の
生
活
の
あ
り
方
は
、
様
々
な
ヤ
レ
ン
が
無
秩
序

に
混
ざ
り
合

っ
た
状
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
ッ
プ
社
会
に
お
い
て
は
、

ヤ ップのや り方丸昔のや り方、ヤ ップの格好99
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現
状
は
異
種
混
淆
状
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
異
種

混
淆
状
態
の
認
識
は
、
生
活

の
場
面
場
面
で
そ
の
つ
ど
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ

や
他
社
会
の
ヤ
レ
ン
が
客
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の

時
、
他
社
会
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ヤ
レ
ン
は
ヤ
レ
ン

・
二

・
ベ
エ
チ
と
し
て
ヤ

レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
か
ら
は
区
別
さ
れ
み
と
と
も
に
、
「創
ら
れ
た
伝
統
」
と
し

て
の
ヤ
ア
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
も
ま

た
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
と
は
区
別
さ
れ
る
。

ま
た
.一
方
で
、
現
在
の
異
種
混
淆
状
態
の
反
対
像
と
し
て
、
ヤ
レ
ン

・
ユ

・
ワ

ア
ブ
の
完
全
な
姿
で
あ
る
ヤ
レ
ン

・
二

・
カ
ク
ロ
ム
か
ら
成
る
秩
序
だ

っ
た
過

去

の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
ヤ
ッ
プ
社
会
の

「伝
統
」
認
識
の

あ
り
方
は
、
単
に
そ
の

「異
種
混
淆
」
性
を
指
摘
し
た
だ
け
で
は
解
読
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

M

お

わ
り
に

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
人
類
学
批
判
以

降
に
展
開
し
た
様
々
な
議
論
は
、
伝
統
の
名

の
も
と
に
記
述
さ
れ
て
き
た
様

々
な
民
族
誌
的
事
象
が
、
実
際
は
西
洋
近
代
と

の

「も

つ
れ
合

い
」
の
中
で
新
た
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
伝
統
と
近
代
さ
ら
に
は

「自
己
」
と

「他

者
」
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
二
分
法
が
あ
る
こ
と
が
明
る
み
に
出
さ
れ
、
人

類
学
に
お
け
る
旧
来
の
伝
統
概
念

は
解
体
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
学
内
の

動
き
と
は
別
に
、
国
家
リ
ー
ダ
ー
や
民
族
活
動
家
に
よ

っ
て
、
人
類
学
に
お
い

て
放
逐
さ
れ
た
は
ず
の
伝
統
が
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時

に
、

西
洋
的
な
伝
統
概
念
と
は
異
な
.っ
た
、
地
域
社
会
独
自
の

「伝
統
」
概
念
も
盛

ん
に
語
ら
れ
て
い
る
。
生
活
世
界
の
中
で
伝
統
の
語
り
と

「伝
統
」
の
語
甑
が

複
雑
に
絡
み
合
う
状
況
は
、
現
地
人

エ
リ
ー
ト
に
よ
る
伝
統
の
語
り
の
み
に
注

目
し
て
き
た
従
来
の
議
論
で
は
、
十
分
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

本
稿
で
は
、
西
洋
的
な
伝
統
概
念
と
地
域
社
会

の

「伝
統
」
概
念
が
、
ヤ
ッ

プ
社
会
に
お
い
て
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
ヤ

ッ
プ
社
会

に
お
い
て
は
、
自
社
会
と
他
社
会
の
違
い
が
、
人
々
の
間
で
日
常
的
に
意
識
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
常
生
活
の
経
験
を
通
じ
て
、
人
々
に
現
在
の
生
活
は

異
種
混
交
的
で
無
秩
序
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
じ
、
政
治
表
象
と
し
て
の
伝

統
と
日
常
生
活
に
お
け
る

「伝
統
」
が
区
別
ざ
れ
る
。
さ
ら
に
無
秩
序
な
現
在

」の
生
活
の
反
対
像
と
し
て
、
過
去
の
純
粋
で
秩
序
あ
る
生
活
と

い
う
像
が
生
み

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

ヤ
ッ
プ
社
会
で
は
、
共
時
的
比
較
に
基
づ
く

「伝
統
」
と
通
時
的
比
較
に
基

づ
く

.「伝
統
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
類

学
に
お
け
る
伝
統
概
念
に
代
わ
る
新
た
な
分
析
概
念
を
提
供
す
る
。
共
時
性
と

通
時
性
と
い
う
、
ヤ
ッ
プ
社
会
の

「伝
統
」
概
念
か
ら
抽
出
さ
れ
た
二
つ
の
分

析
軸
を
用
い
る
こ
と
で
、
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
社
会
の

「伝
統
」
概
念
を
比
較
検
討

す
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
社
会
の

「伝
統
」

認
識
の
比
較
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
の
歴
史
的
動
態
や
経
験
を
よ
り
広
い
視

野
か
ら
解
読
す
る
際
に
重
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
(23
>。

謝
辞本

稿

の
議
論

に
関
係
す

る
調
査
は
、

二
〇
〇
〇
年

一
月

～
二
〇

〇
二
年

四
月
に
行
わ

れ
た
。
こ

の
調
査

は
、

一
九
九
九

～
二
〇
〇
〇
年
度
大
和

銀
行

ア
ジ

ア

・
オ
セ

ア

ニ
ア
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財
団
国
際
交

流
活
動
助
成

、

ミ
ク

ロ
ネ

シ

ア
連
邦

歴
史

保
護
局

な
ら
び

に
ヤ

ッ
プ
州
歴

史

保
護
局

の
調
査
許

可
に
よ

っ
て
可
能
と
な

っ
た
。

現
地
調
査
中

は
多

く

の
ヤ

ッ
プ

の

人

々
の
協
力
を

得
た
。

と
り
わ
け

、
.故
ケ

ン
メ
ド
首

長
ご

一
家

、

ロ
フ
ネ
ク

・
フ
ラ
ワ

ア

ス
さ

ん
ご

一
家
、

エ
ル
ヴ

ィ
ラ

・
テ

ィ
ナ
グ

さ
ん
ご

一
家
は

、
筆
者

を
家
族
同
様

に

受

け
入
れ
て
下
さ

っ
た
。

こ
こ
に
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註(
1
)
本
稿

で
は
、
伝
統
お

よ
び
近
代

の
語

に
関
し
て
、
地
域
社
会

の
概
念

に
は
鍵

括
弧
を
付
け

て
表
記
す
る
。

(
2
)

こ
こ
で
言
う

「現
地

人

エ
リ
ー
ト
」

は
、
あ

く
ま

で
国
民
国
家

の
文

脈
に
お

け

る
カ

テ
ゴ
リ

ー
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て

「
現
地
人

エ
リ

ー
ト

の
言
説
」
も

ま
た
、
国
民
国
家

の
文
脈

に
お
け
る
言

説
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。

.た
と
え

「
現
地
八

エ
リ
ー
ト
」

の
発
話

で
あ

っ
て
も
、
そ
れ

が
国

民
国
家

の

文
脈
を
前
提
と

し
て

い
な
け
れ
ば

、
「
現
地

人

エ
リ
ー
ト
の
言
説
」
と
は
言
え

な

い
。

(
3
)
最

近

で
は

、
若

い
世

代
を

中
心

に
英

語

の
関
係
名

称
を
使
う

こ
と
も
多

い
。

な
お
、
人

の
ヤ
レ
ン
を
本
人

に
直
接

尋
ね
る

の
は
極
力
避

け
ら
れ
る
。
相
手

の
死

ん
だ

祖

先
、

と

り

わ
け

母

方

祖
先

に
言

及
す

る
こ
と

は
、
プ

ラ

ル

⑤
ミ
鋤
b
な

い
し
プ

エ
イ

⑤
罵
雹

と
呼

ば
れ
、
侮

蔑
表
現

密

富

)
に
な
る
か

ら
で
あ

る
。

、

(4
)
.キ
リ

ス
ト
教

の
普

及

に
よ
り

、
今

日

で
は
祖
霊

祭
祀

は
行
わ

れ

て

い
な

い

(註

(14
)
も
参
照
)
。

(5
)
以
下

で
見

る
と
お
り
、
今

日
で
は
こ
れ
ら

の
行
事
を

正
式

の
交
換
儀
礼

に
し

な

い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど

で
あ

る
が
、
夫
側
か

ら
出
す

物
と
妻
側
か
ら
出
す
財

の
区
別
は
常

に
意
識
さ
れ

て
い
る
。
な
お
ヤ

ッ
プ
語

で
は

「
男
性
財
」

「女
性

財

」

に
あ
た

る
語
は
見

い
だ

せ
な

い
が
、
記

述
の
便
宜
上
、
本
稿

で
は

こ
の

語
を
使
用
す
る
。

(6
)

父
が
年
齢

的

・
世

代
的

に
若

い
と

さ
れ
た
場
合
、
親
族

関
係
者

の
年
長

者
が

首
長
位
を
継
承
し
た
り

、
あ

る
い
は
首
長

の
代
弁
者

(臼
ミ
鋤
臼
)
に
就
任

し
た

り
す

る
こ
と
が
あ

る
。

(7
)

現
在

の
管
区

(ヨ
¢
巳
o
ぢ
曁

亳

霞

蝕
貯
δ

は
、
か

つ
て
の
地

理
的
ま
と

ま
り

(b
邑

を
も
と

に
、
ド
イ

ツ
時
代
に
制
定
さ
れ
た
。
両
者

の
範
囲
は
概
ね
重
な

り
倉

つ
が
、
若
干

の
ず
れ
が
見

い
だ
せ
る
。

(8
)
か

つ
て
ト
ミ

ル
は

二

つ
の
同
盟

を
調
整
す
る
立
場

に
あ

っ
た
が
、
若

者
同
盟

の
勢
力
増
大

に
伴

い
、
首
長

同
盟

の
側

に

つ
く
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う

。

(9
)
儀
礼
に
お
け
る
村
落

関
係

の
具
体
例

に

つ
い
て
は
、
[牛
島

一
九

八
七
…
二
五

六
-

二
五
八
、

二
六

一
-

二
六
二
]を
参
照
。

(
10
)
旨
題

ぴ
簿
ミ

に
は
日
本
人
や
韓
国

・
朝

鮮
人
、
中
国
人

な
ど
も
含
ま
れ

る
。

日

本
語
の

「白
人
」
よ
り
は
や
や
広

い
概
念

で
あ
る
。

(
11
)

「客
体
化
」
.(0
9
8
藻
一$
ま

5
)
の
語
は

、
「客
観
化
」

「対
象
化
」
と
も
訳
さ

、

れ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
は
か

つ
て
、

こ
の
語
を
用

い
て
異
文
化
理
解

や
異

文
化
比

較

に
つ
い
て
論
じ
た

[≦

口
αq
p
奠

一
Φ
◎。
巳
。
彼

は
文
化
を

構
築
主
義
的

に
捉
え

つ
つ
、
文
化

の
客
体
化

を
、
異
文
化
と

の
出
会

い
に
よ

る
自
文

化

の
日
常
的

自
明
性

の
崩
壊

、
す
な
わ
ち
カ

ル
チ

ャ
ー
シ

ョ
ッ
ク
を
契
機

と
し

て
、
自
文

化

の
自
明
性
を
括

弧
に
括
り
な

が
ら
異
文
化

の
構
成
要
素
を

探
り
出
し
図
式

化
す
る
作
業
で
あ

る
と
し
た

[≦
鋤
αq
p
興

一㊤
◎。
一
"
O
冨

b
」
冒

≦
9。oQ
昌
興
の
こ
う

し
た
議
論
展
開
は
、
極
め

て
現
象
学
的
で
あ
る

[興

シ

ュ
ッ
ツ

一
九
八

○
冒

と

こ
ろ
で
、
文

化
の
客
体
化
論
以
降

の
議
論

(後
述
)

は
、
た
び
た
び

ワ
グ

ナ
ー
の
客

体
化

概
念
を
援
用
し

つ
つ
論

を
展
開
し

て

い
る
。

し
か
し

そ
こ
で

は
、
客

体
化

の
う
ち
文
化

の
構
築

・
操

作
的
側
面
が
過

度
に
強
調
さ

れ
た
た

め
に
、
客
体
化

の
持

つ
も
う

一
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち

自
文

化

の
日
常

的
自

明
性

へ
の
視
座
が
放
棄
さ
れ

て
し
ま

っ
た
。
文
化

の
客

体
化

論
以
降

の
議

論

の
問
題

点
は
、

こ
う
し
た
客
体
化

概
念

の

一
面
的

理
解

と
も
深

い
関
連

が
あ

ヤ ップのや り方、昔 めや り方、ヤ ップの格好101
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る
と
考

尺
ら
れ
る
。

「
.

(12
)
正
確

に
は
、
妻
方
居
住

が
行
わ
れ

て

い
る
の
は
ウ

ォ
レ
ア
イ
以
東

の
島

々
で

、

.
あ
り
、
.ヤ

ッ
プ
に
近

い

ユ
リ
シ
ー
と

フ

ァ
イ
ス
で
は
夫
方
居
住
が
行
わ
れ

て

い
る
[牛
島

「
九

八
九
]。

し
か
し
、
ヤ

ッ
プ

の
人

々
は
し
ば
し
ば

こ
の
よ
う

「
に
語
る
。

、

'

(13
)
ヤ

ッ
プ

州
に
は
、
ヤ

ッ
プ
本
島

の
首
長
か
ら
な
る
ピ

ル
ン
会
議

(O
o
§

巳

鼠

題

窺
週

と
、
離

島
の
首

長
か
ら
な
る
タ
モ
ル
会
議

(O
o
⊆
9

=
o
胤
冒

臼
o
b
の

二

つ
の
首
長
会
議

が
設

け
ら
れ
て

い
る
。
首
長
会
議

の
成
立
過
程

に
お

い
て
、

当
時

の
政
治

リ
ー
ダ

ー
た
ち
は
、
民

主
主
義

に
基
づ
く
公
選
議
会

の
対
抗

組

織
上
し

て
、

「ヤ

レ
ン

・
ユ

・
ワ
ア
ブ
」

に
基
づ
く
首
長
会
議

の
創
設
を
主
張

し

て
い

っ
た

[柄
木
田

二
〇
〇
〇
"
ζ
9。
蒔
のσ
ロ
廼

一
り
◎。
層

ζ
①
一一Φ
N
一
〇
①
9
則
竹

二
〇

〇
〇
]。
し
か
し
今

日
、
人

々
の
多

く
は
ピ

ル
ン
会
議
を

ヤ
レ
ン

・
ユ

・

ワ
ア
ブ
と
は
考

え
て

い
な

い
。
、

(14
)
し

か

し

今

日

に

お

い
て

も

、

ヤ

ッ
プ

の
神

々
や

霊

、

あ

る

い
は

呪

術

(白
助
魯

臼
陶
9
)
に
関
す

る
語
り
は
応
く
見
ら
れ
、
恐

れ
ら
れ
て

い
る
。
な
か

で
も

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
は
、

ヤ

ッ
プ

の
神

々
や
祖
霊
を

「悪

魔
」
と
見

な

し
、
そ
れ
ら

へ
の
信
仰
や
呪
術
を

「悪

魔
崇
拝
」
と
し

て
忌
み
嫌

っ
て

い

る
。

(15
)
そ
も

そ
も
、
個

々
の
具
体

的
な
ヤ

レ
ン
に
島

全
体

の
合
意
が
あ

る
と
考
え

る

べ
き

で
は
な

い
。
具
体

的
な
ヤ
レ

ン
は
常

に
操
作

と
議
論

の
対
象
と

な
る
の

で
あ

る
。

ヤ
レ

ン
の
操
作
的

・
論
争
的
側
面

が
最
も

顕
在
化
す
る
場
面
と

し

て
土
地
紛
争

が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ

に

つ
い
て
は

い
ず

れ
稿
を
改
め

て
論

じ
た

い
。

(16
)
ヤ

ッ
プ

デ
ー
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
需
則
竹

P
9
]
を
参
照
。

(
17
)
法
律

で
は
、

ヤ

ッ
プ

デ
ー
委
員
会

は
ピ

ル

ン
会
議
か

ら
二
人
、
N
G
O
で
あ

る
ヤ

ッ
プ
女
性
協
会

(嶋
巷

≦
o
ヨ
Φ
昌
.ω
〉
ω
ωo
o
冨
ぼ
o
昌
)
か
ら

一
人
、
州
知
事

の
任
命

に
よ
る

二
人

の
計

五
人
か
ら

な
る
と

さ
れ

て
い
る
。
し
か

し
実
際

に

∴

は
、
毎
年
十
人
程
度
が
委

員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
動
し

て
い
る
。

(18
)
伝
統
的
衣
装
を
身

に

つ
け
た
子
供
た
ち

に
よ

る
行
進

は
、
翌

二
〇
〇
二
年

に

は
行
わ
れ
た
。

(19
)
註

(
13
)
参
照
。

(20
)
ヤ
レ
ン
が
問
題
に
な
る
訴
訟

に
関

し
て
は
、
民
事
訴

訟
に

つ
い
て
は
首

長
や

年
長
者

ら
か
ら
な
る
管
区
裁
判
所

で
解
決

が
図
ら
れ

る
。

ま
た
刑
事
訴
訟

に

つ
い
て
は
、
首
長
と
警
察
お

よ
び
司
法
当
局
と

の
間

で
話
し
合

い
が
持
た
れ

、

起
訴
す
る
か
不
起
訴

に
す
る
か
が
決
め
ら
れ
る
。

(21
)
か

つ
て
筆
者
は

、
植

民
地
政
策
に
対
す

る
ヤ

ッ
プ
社
会
と
ポ

ー
ン

ベ
イ
社
会

の
対
応

の
違

い
を
分
析

し
、
両
社
会

の
対
応

の
違

い
は
、
植
民
地

政
府

の
政

策
の
違

い
よ
り
も
む
し

ろ
、

両
社
会

の
土
地
制
度
と

首
長
制

の
違

い
に
起
因

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た

[則
竹

二
〇

〇
〇
]。

こ
の
対
応

の
違

い
に
は
、
首
長

会
議
創

設
を

め
ぐ

っ
て
両
社
会

の
政
治

リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
行

っ
た
、
首

長
制

の
対
抗

的
客
体

化
の
あ
り
方

の
違

い
も

含
ま
れ

て
い
る
。

こ

の
指
摘

は
、
西

洋
社
会
と
地
域

社
会

の
権
力
関
係
を
過
大
視

す
る
文
化

の
.客

体
化
論

に
対
す

る
、

「
つ
の
批
判

で
あ
る
。

(22
)
註

(11
)
参

照
。

(23
)
オ
セ

ア

ニ
ア
諸
社
会

の

「伝

統
」
概
念

の
差
異

を
、
そ

の
語
源
と
植

民
地
経

験
の
歴
史
か
ら
比
較
検
討
す

る
試
み
は
、

こ
れ

ま
で
も
若
干
行
わ

れ

て
い
る

ロ
o
ξ

一
8
卜。
互
白

川

二
〇
〇

一
a
…
吉
岡

二
〇
〇
〇

a
]。

文

献

,

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
、
亥

G

.
マ
ー
カ

ス
編

「
九
九
六

『文
化
を
書

く
』
春

日
直

樹
他
訳
、

紀
伊
国
屋
書
店
。

詔

互
p・
昌
こ

魯

9。
彎

①
ω
一
㊤
。。
。。

ぎ

Φ
碧

儀

暮

Φ

O
臨

霙

、
》
忌

母

8

0
丶§

§

キ
$

N
盻

○
建
Φ
9
9

Z
①
≦

ぎ

蒔

"
O
o
δ
ヨ
σ
δ

q
p
一く
興

ω津
《
℃
お
ω
9
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ホ
ブ
ズ
ボ

ウ
ム
、
E
/
T

・
レ
ン
ジ

ャ
ー
編

一
九
九
三

『創
.ら
れ
た
伝
統
』
前

川
啓
治

他
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店

。

石
森
大
知

.二
〇
〇

「

「
カ
ス
ト

ム
と

フ
ァ
ッ
シ

ン
ー

ソ
.ロ
モ
ン
.諸
島

ヴ

ァ
ン
グ

ヌ
島

に

お
け

る
過
去
と

現
在
を

め
ぐ
る
認
識

論
的
連

関
1

」

『
民
族

学
研
究
』

六
六
ー

二
冖

二
　.一二
「

二
三
九
。

冒

ξ

"
ζ
四
お

贄
Φ
け
一
8
b。
鋤
.噌oり
9

0
け①
諺

o
鵠

蠧
畧

げ
穹

二
〇
詳
零
=
§

Φ
G
§

融
臼
b
o蠢

曼

.憲

q
匡
O
心
山
…心
Φ
尚
N
.

1

一〇
8

σ

.0
¢
ω
8

ヨ

9。
ぴ
α
乏

㊤
団
o
h
爵

①
ピ
9ユ
昌
臼

勹
器

け
㊤
5
α
勺
お

ω
①
葺

ヨ

く
倉。
5
¢
餌
ε

四
巳

閃
葺

.
5

0
8

畧

貯

①
卜。
ム

(ω
冨

9
巴
.Hω
ω¢
①
)"ω
ω
O
-Q。
課

・

冒

=
ざ

ζ

鴛

oq
贄

Φ
け
口
巳

≧

o
げ
o
冨

ω
日
9

ヨ

器

(①
α
ω
.)
一
り
8

霞

Φ
、
o
丶ミ

$

o
丶

ぎ

ミ

職
§

貯

昏

Φ
評

o
離
Ω

0
8

山
b
貯

8

ム

(ω
冨

。
芭

H醇
ω
ロ
Φ
)●

柄
木
田
康
之

二
〇
〇
〇

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
ヤ

ッ
プ
州

の
伝
統

的
首
長
と
政
治
統
合
し

須
藤
健

一
編

『
オ
セ

ア

ニ
ア
の
国
家
統
合

と
国

民
文
化
』

J
C
A

S
連
携

研
究

成

果
報
告

二
"
三
五
-

五
九
。

川
崎

・一
平

二
〇

〇

一

「生
き
方

と
し

て
の
カ

ス
ト
ム
ー

現
代

パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
カ

ス
ト
ム
観
⊥

『民
族
学
研
究
』
六
六
-

二
二

八
四
-

二
〇
二
。

円
8
。。
ぎ
窃q
¶
カ
o
伽q
興

竃
」

Φ
o。
O
..ρ

$
ユ
ロ
oq
葺
①
評

ω
け
…
O
磊
け
0
5

⇔
巳

掴
8
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≦

p
爵
Φ
.

..O
o
ヨ
け
8

0
鑓

曼

勺
8

漆

o
..
譯

Φ
G
§

叶§

9
還
受

憲

o
韓

6
一
山
飽
bo
口

O
-幽
bo
・

.
囚
Φ
Φ
。。
ぎ

oq
℃
幻
o
σQ
Φ
H
.竃

●
⇔
巳

力
o
σ
奠

什
↓
8

匹

霧

9

(Φ
α
o励
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The Way of Yap, The Way of the Past, The Style of Yap: 

      The Analysis of the "Tradition" in Yap

                      NORITAKE Masaru 

  In Yap there are three concepts of "tradition," that is, yalen yu Wa ab, yalen ni kakrom and ya an yu 

Wa ab. Yalen yu Wa ab, or "the way of the people of Yap," is the concept objectified through comparison 

with the ways of other regions. Yalen ni Kakrom, or "the way of the past," is the concept objectified 

through comparison with the way of nowadays. These concepts include the word "yalen" meaning "the 

way" and connote social relationship based on family, sex and village. On the other hand, ya an yu 

Wa'ab or "the style of the people of Yap" doesn't include the word yalen and has no connotation about 

social relationship. 

  Much of the previous research on tradition was focused almost exclusively on the problem of 

tradition as at the level of political discourses, thus overlooking the "tradition" talked and practiced in 

everyday life. To understand historical dynamics and experiences in Oceania, research and analysis of 

the concepts of "tradition" in everyday life should be done more positively.

Key Words 

Yap, tradition, "tradition," yalen, ya an
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